
量的変化の全貌を深く追究し

注

朝日新聞東京本社広報室に

年齢は 歳代から 歳代と幅

たいと考える。

よると， 年の時点で，社説を担当

広くなっている，ということであった

朝
日
新
聞

する論説委員の数は約 人で，

。

ただし， 年までの期間

人語彙である。朝日新聞社（

書いたという。

単位については， 岡（

専門分野の文章を構成する語

調査を行うための短い単位」

出現率については，田中牧

論文では「出現率＝出現頻度

引用文献

については，当時の主筆池辺三山が毎

）によると，彼には４年間の訪欧

）を参照した。なお，同論文にお

彙構造，語構成（ 単位を構成する

であると述べられている。

郎，桐生りか，茂木俊伸，山口昌也（

÷総文字数× 」としている。

社
説
の
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来
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日執筆していたため，彼の個

経験があり，外交記事を多く

いて「 単位は，基本語彙，

単位という点から）などの

）を参照した。なお，同
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これら３言語が英語

り語数が多いという

ドイツ語 エネルギ

（ ） マ

オランダ語 ガス（

フランス語 コミュ

に次ぐ位置にあり，ドイツ語は

特徴がある。それぞれ，出現度数

ー（ ） テーマ（ ） カルテル

ルク（ ） ウイルス，プロレタ

） メス（ ）

ニケ（ ） クーデター（ ） アン

延べ語数が多く，フランス語は異

以上の語は次の通りである。

（ ） イデオロギー（ ） ウラ

リア（ ）

ケート（ ）

な

ン

一

度数 以上の語は

語しかない。一般に

いわれる。しかし，

用されることがほと

社説におけるドイ

延べ語数がもっとも

がもっとも多く，語

，ドイツ語では 語中８語ある

，フランス語出自の外来語には

政治，経済の話題中心の社説に

んどないため，このような結果に

ツ語とフランス語の特徴は次の

多く，また度数の高い語も多い

のバラエティは豊かだが，度数の

のに対し，フランス語では 語中

芸術，料理，服飾用語などが多い

おいては，これらの語が繰り返し

なったと考えられる。

ようにまとめられよう。ドイツ語

。一方，フランス語は，異なり語

低い語が中心である。

３

と

使

は，

数

七
九

世紀の社説を用

全体を通して増加し

ニングポイントであ

増加したことが明ら

６．おわりに

いて，大局的な見地から外来語

ているのは英語出自の普通名詞

る ， 年代には，英語出自以

かになった。今後，細かい語数

の増加過程をとらえた。その結果

だけであること，外来語増加のタ

外の外来語，固有名詞，数量名詞

の変動にも注目しながら，外来語

，

ー

も

の
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グラフ２は，英語と英語以

差で並行していることから，

外の出現率の推移である。英語の

普通名詞の増加は，英語出自語の

推移は，全体の推移と僅

増加によって生み出され

たものであるといえよう。

一方，英語出自以外の外来

数量名詞の推移と同様のパタ

量名詞は，４期において増加

ある。また，４期には全体が

加しており，それ以外の外来

ない。

以上のことから， 年間を

語が増加するのは４期だけである

ーンである。つまり，英語以外の

するが，それ以外の期間は横ばい

増加するが，５期においては英語

語（英語以外の普通名詞，固有名

通して増加しているのは「英語 一

。これは前述の固有名詞，

普通名詞，固有名詞，数

である，という共通点が

出自の普通名詞だけが増

詞，数量名詞）は増加し

出自の普通名詞」だけで

あること，外来語増加のター

とが明らかになった。

５．２ 英語出自以外の外

英語出自以外の語では，延

（ ），異なり語数はフランス

ニングポイントである ， 年代

来語

べ語数はドイツ語（ ），オラン

語（ ），ドイツ語（ ），オラ

八
〇には全体的に増加したこ

ダ語（ ），フランス語

ンダ語（ ）の順に多い。

表２

１期
（ ）

２
（

英語

英語以外

ドイツ

期
）
３

（

オランダ

フランス

延べ語数

期
）
４期

（ ）
５期

（ ） 全体 比

異なり語数

率 全体 比率

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

ポルトガル

スペイン

イタリア

ロシア

その他＊

合計

英語の割合 ％ ％

＊「その他」には，アフリカーンス語，

％ ％ ％

デンマーク語，タイ語，中国語，ベ

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

トナム語，ラテン語，原
語不明語をまとめた。
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外来語は，社説だけ

る。

年代， 年代の

年のオイルショ

でなく，もっと広い範囲で 年

日本社会は，高度経済成長と国

ックまでは，未曾有の高度成長

代に急激に増加し始めたと考えら

際化の時期である。 年代か

期であった。また， 年に東京

れ

ら

オ

社
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リンピック， 年

当たりにし，それを

ともに言葉も一緒に

よりも外国や外来語

４．３ 高頻度語

普通名詞について

もに記す。最も度数

フレ，トラスト，ド

に大阪万国博覧会が開催されて

どんどん取り入れることで急速

受けいれたであろうことは想像

に対する開放性，積極性が強かっ

彙

，全体の高頻度語彙上位 位と

の高い「インフレ」をはじめと

ル」などの経済関係用語が目立つ

いる。日本全体が外国の事物を目

に国際化が進んだが，外国の事物

に難くない。この時期は，他の時

たと考えられる。

各年代の上位５位を，出現度数と

して，「コスト，シンジケート，

。

の

と

代

と

デ

全体 インフレ（

（ ） スト（

１期 タバコ（ ）

２期 クラブ（ ）

３期 インフレ（

４期 インフレ（

５期 サービス（

） サービス（ ） エネルギー

） グループ（ ） ルール（ ）

ガス（ ） トラスト（ ） シンジ

インフレ（ ） トン（ ） ガス（

） スト（ ） ボス（ ） コスト（

） エネルギー（ ） テスト（ ）

） テロ，エイズ（ ） システム（

（ ） ガス（ ） ドル（ ） コス

システム（ ）

ケート（ ） ボイコット（ ）

） ブロック（ ）

） デフレ（ ）

ガス（ ） スト，ドル（ ）

） ルール（ ）

ト

一

５．１ 英語出自

普通名詞（延べ語

来語の原語は，基本

いものについては，

定した。

表２は，出自別の

５．外来語の出自別

語の増加

数 ，異なり語数 ）につ

的に『新潮現代国語辞典』の記

『日本国語大辞典 第二版』や

語数，および英語の占める割合

比率

いて，その出自別比率を調べる。

載によった。原語が確定されてい

『外来語の語源』を参照した上で

である。英語の割合は，延べ語数

外

な

決

，
八
一 異なり語数とも９割

２期は約 ％，３期

る。なお，明治以降

国立国語研究所（

査からも同様の結果

近くと圧倒的多数を占める。ま

，４期は ％台後半，そして５

，英語が優勢であることや，そ

），荻野（ ），石綿（

が得られた。

た，その推移は，１期の約 ％か

期には ％台へと着実に増加して

の割合が年々高まっていることは

）において述べられているが，本

ら，

い

，

調
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する。出現率の計算式は，

出現率＝各期の延べ語数÷

である。本稿では，この式で

呼ぶ。本来ならば，社説の総

きであるが，それには多大な

こととする。

出現率の値とその推移を示

各期の総文字数×

得られた「１万字あたりの外来語

文字数ではなく，全語数を算出し

労力が必要とされるため，便宜的

したものがグラフ１である。普通

の出現度数」を出現率と

，外来語の割合を見るべ

にこのような方法をとる

名詞の出現率は一貫して

増加している。また，増加の

３期（ ）を境にして，４

（５期）は，戦前まで（１，２

ことになる。ただし，５期の

と，たったの２語となること

は少ないといえよう。

もっとも増加の仕方が大き

有名詞，数量名詞が増加する

仕方は，１期（ ），２期（

期（ ），５期（ ）へと大

期）と比べると，約９倍の量の

出現率 を原稿用紙１枚（

から，社説における外来語は増加

いのは４期であり，３期の約３倍

のは，この４期だけである。普通 一

）ではゆるやかであるが，

きく増加している。現在

外来語が使用されている

字）あたりの語数に直す

してきたが，その使用量

に増えている。また，固

名詞，固有名詞，数量名

詞がいっせいに増加している

ととらえられる。

また，山田（ ）では，

「数量的に判断するかぎり，日

結論づけられる」と述べてい

４期（ ， 年代）は，外来語増

小説の外来語や新聞の外来語批判

本語の中で外来語が勢力を伸ば

る。本稿でも，これと共通する結

八
二加のターニングポイント

記事などの調査結果から，

し始めたのは 年前後と

果が得られたことから，
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して出現した外来語も含まれる。表１は，社説の総文字数，および得られた外来語の語

数である。得られた

めており，普通名詞

このように固有名

ては，国内だけでな

出てくることが挙げ

書き手に語の選択の

「外来語の乱用」と

語数の延べ語数は約２万である

は３割強に過ぎない。

詞が多い理由として，主に政治

く海外の話題も多いこと，話題

られる。固有名詞は，基本的に

余地がない。そのため，普通名

見なされることはない。この点に

が，固有名詞がそのうちの６割を

，経済の時事問題を扱う社説にお

となっている人名や地名が繰り返

他の語への言い換えが不可能であ

詞とは違い，繰り返し出現して

ついては，数量名詞も同様であ

占

い

し

り，

も

る。

一

以下では，固有名詞

て考察する。

普通名詞は，全体

うに変化してきたの

り，１期から５期ま

を記している。普通

なかったが，３期，

昭和戦前までは固有

と数量名詞については簡単にふ

では延べ語数の３分の１を占め

だろうか。大きな傾向をとらえ

での５つの期間に分けて見てい

名詞の割合は，１期，２期にお

４期に大きく増加し，５期には

名詞と比べものにならないくら

れるにとどめ，主に普通名詞につ

るに過ぎないが，その割合はどの

るために， 年を 年ごとに区

く。表１には，それぞれの期間の

いては全体の１割強を占めるに過

４割強を占めるようになる。また

い小さかったが，戦後は徐々に増

い

よ

切

値

ぎ

，

え，
八
三 現在では固有名詞に

４．２ 出現率の

表１には，１期か

違うため，これらの

年変化を正確にとら

匹敵するようになったことが明ら

推移

ら５期までの延べ語数を示した

語数だけでは増加過程を明らか

えるために，各期の延べ語数を

かになる。

が，各期における社説の総文字数

にすることはできない。そこで，

総文字数で割り，「出現率」を計

が

経

算

表１

１期（

総文字数

延べ 合 計

普通名詞

固有名詞

数量名詞

）

延べ 普通名詞の割合 ％

２期（ ）３期（ ）４期（ ）

％ ％ ％

５期（ ） 全 体

％ ％

固有名詞の割合

数量名詞の割合

異なり 普通名詞

％

％

％ ％

％ ％

％

％

％ ％

％ ％



はもっとも遠いところにある

社説における外来語の増

た社の方針として抑制されて

文章である。

加は，「外来語は，社説において

いたにもかかわらず，増えてきた

３．語の定義
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積極的に使用されず，ま

」という意味を持つ。

３．１ 外来語の定義

本稿では，外来語を「室町

の判定には，『新潮現代国語辞

韓国語などアジア諸言語から

い。アルファベット略語は外

ない。

３．２ 言語単位

時代末期以降に日本語に借用され

典』を用いた。調査対象には，

の外来語を含むが，サンスクリッ

来語に含むが，外国語の語句のア

社
説
の
外
来
語

た語」と定義する。語種

和製英語，現代中国語や

ト語，アイヌ語は含まな

ルファベット表記は含ま

本調査で用いた言語単位は

短い単位（形態素に相当）の

１語のものを１単位とする。

同語異語判別については，

同語として扱うことにする。

イキ」など，短縮語と元の語

３．３ 固有名詞，数量名

，国立国語研究所（ ）で使用

「 単位」である。外来語につ

外来語の表記や語形が違っていて

また，「テレビ」と「テレビジョ

とは別語として扱う。

詞，普通名詞

された言語単位のうち，

いては，基本的に原語で

も，原語が同じであれば

ン」，「スト」と「ストラ

本調査における固有名詞，

固有名詞…人名，地名，

数量名詞…具体的な数値

上記以外の語を普通名詞と

「英」「露」などは外来語に含

したものや，「ソ」（ソ連），「

は含む。数量名詞は，紙面に

ル）に表記されたものとする

数量名詞の定義は以下の通りであ

社名，組織名

に後接する助数詞

する。固有名詞については，外国

まないが，「露西亜」，「仏蘭西」

パ」（パキスタン）のようにカタ

おいて１語が１文字分のスペース

。数値に後接しない「ドル安，総 一

る。

名を漢字１字で略記した

など国名全体を漢字表記

カナ１字で記されたもの

（例 百メートル，五ド

トン数」などの「ドル」

「トン」は普通名詞として扱う

４．１ 普通・固有・数量

本調査では，社説に出現し

。

４．得られた外来語

名詞の割合

た外来語をすべて抽出したが，そ

八
四

の中には混種語の要素と
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において表明する意

別されて（囲み記事

呼ばれる。

また，現在の社説

見や主張」である。社の意見を

），目立つところ（紙面最上部）

は複数の論説委員が交代で執筆

代表する社説は，毎日，まわりと

に掲載されており，「新聞の顔」

しているが，朝日新聞社（ ）

区

と

に

社
説
の
外
来
語

よると，この歴史は

始まっている。

社説の文体の特徴

ほとんどない」「文

２．３ 新聞と外

新聞において外来

の用語の手びき』を

官庁用語，専門用語

古く，『東京朝日新聞』では

について，小宮（ ）では「

法的に整った文章」であると述べ

来語

語はどのように扱われているの

見てみると，外来語は「文語調

」などと並んで，避けるべきも

年から合議制による社説の執筆

社の表看板にふさわしく非完結文

ている。

だろうか。 年発行の『朝日新

，漢語脈の熟語，直訳体や翻訳体

のとして挙げられている。また，

が

の

聞

，

同

書の「外来語の書き

概念で適当な言い換

ッコして短い説明を

という注意書きがあ

聞社の一貫した方針

ても共通して見られ

塩田（ ）では

方」には，「外来語・外国語は乱

えのないものや，専門語で一般

入れるか，記事の末尾に注とし

る。これらは，それ以降の版に

であるといえる。また，このよ

るものである。

，このような用語の手引が共通

用しないように注意する。新し

に分かりにくいものは，その下に

て説明を入れるなど工夫すること

も継承されていることから，朝日

うな記述は，他の用語の手引にお

して採用している規制方式を「理

い

カ

。」

新

い

念

一

提示型」と名づけて

上で，個々の単語の

にはこう表記するべ

新聞においては，

としての規制意識が

もないということが

は，外来語が「敵性

社説の特徴は，次

おり，「総体としてカタカナ語は

使用可否については個人（番組

きである，と指定したもの」と説

常に外来語に対して「乱用しな

働いているが，それは具体的な

明らかになった。 世紀におい

語」とされた戦時中（ 年代前

の３点にまとめられよう。

使わないほうが望ましい，とし

制作担当者）に委ね，使用する場

明している。

いように注意する」という「理念

禁止ではなく，強制力を持つもの

て，強制的に外来語が禁止された

半）だけである。

た

合

」

で

の

八
五 社説は，複数の

の使用語彙を調査す

新聞記事とは異なる

社説は「新聞の

分吟味されていると

論説委員が交代で社の意見を述

ることを避けられる。また，意

。

顔」ともいえる部分であるから

考えられる。いわゆる言葉の乱

べる論説文である。そのため，個

見を述べる文章であるという点で

，内容はもちろん，表現，語彙も

れ（外来語の乱用も含まれる）か

人

，

十

ら



朝
――

日新聞社説の外来語
出自別推移を中心に―― 朝

日
新
聞

年から 年までの

るため，まず本稿では，増加

視して， 年間を５つの期間

橋 本

１．はじめに

年間の新聞社説における外来語

過程の大きな傾向をとらえること

に分けて考察する。前半では，

社
説
の
外
来
語

和 佳

の量的変化を明らかにす

にする。細かい変動は無

外来語を固有名詞，数量

名詞，普通名詞に分け，それ

について，出自別に考察する

２．１ 使用した資料

調査には，朝日新聞の縮刷

（ ）で詳しく述べたため，

ぞれの推移を明らかにし，後半で

。

２．調査対象について

版，復刻版を用いる。その資料性

ここでは概要のみを記す。

は，そのうちの普通名詞

と変遷については，拙稿

年から 年８月まで

新聞』（東京本社版）を使用す

社説がほぼ毎日掲載されるよ

日新聞社説は， 年以上にわ

料である。なお，この期間の

を， 年ごとに延べ１万語ず

外来語については一貫して増

今回の調査にあたっては，

は『東京朝日新聞』， 年９月

る。 年を調査開始年とする

うになるのが 年であったため

たってほぼ毎日抽出可能である

経年調査には， 年から 年

つ調査した国立国語研究所（

加傾向が見られることを明らかに

各月から１日分ずつを抽出し，そ 一

から 年までは『朝日

のは，『東京朝日新聞』の

である。このように，朝

という点で貴重な言語資

までの雑誌『中央公論』

），石井（ ）があり，

している。

の日としては１年を通じ

て祝祭日のない毎月９日を選

日分の社説が対象となる

は２千字から３千字へ，社説

２．２ 社説について

『日本国語大辞典 第二版』

ぶ。標本サイズは約 分の１で

。なお， 年代を境にして，１

数も，１日１本から２本へと増え

によると，社説とは「新聞，雑

八
六，毎年 日分， 年間で

日あたりの社説の文字数

ている。

誌などが，その社の責任


